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論 文 内 容 の 要 旨
ギ ョー ム ・アポ リネ ー ル の名 は19世 紀 と20世 紀 を め ぐる 文 学 ・美術 史 の 中 で繰 り返 し言 及 さ
れ て き た。 多 くの文 学 史 の 中で 、 「句 読 点 の本 格 的 な廃 止 」、 「カ リグ ラム 」、 「会 話 詩 」 とい っ
た詩 法 上 の改 革 をな した 詩 人 と して 取 り上 げ られ 、 あ る い は 「シ ュー ル レア リス ム」 とい う用
語 を最 初 に使 った 人 物 と して 記 述 され て い る 。 ま た 美術 ・芸 術 史 の 中 で は 「キ ュ ビス ム の 擁 護
者 」 や 「シ ュー ル レ ア リス ム の先 駆 け」 と して ピ カ ソや マ リー ・ロー ラ ンサ ン、 そ して イ タ リ
ア未 来 派 、 ダ ダ 、 シ ュー ル レ ア リス トとい っ た 人 々 あ る い は 固 有 名詞 との 関係 にお い て 幅広 く
言 及 され る こ とは 周 知 の 通 りで あ る。 こ う した 各方 面 の専 門 家 の著 書 や 論 文 にお い て も様 々 に
論 じ られ て いる ア ポ リネ ー ル で あ る が、 しか しそ の一 般 的 な イ メ ー ジ は と言 えば ど こか 中途 半
端 な 印 象 をぬ ぐえ な い の で は な い だ ろ うか 。 実 際 、 文 学 史 の 中 で は一 般 にサ ンボ リス ムや 高踏
派 とい っ た19世 紀 の 諸 派 か らは 区 別 され 、 シ ュ ー ル レ ア リス ム と い う語 の 発 明 者 で あ りな が
ら、 一 連 の運 動 に参 加 す る ま もな く没 した詩 人 と して 記 述 され る。
20世 紀 を通 じて 愛 読 され親 しま れ て きた ア ポ リネ ー ル 作 品 を、 この よ うな 形 式 的 な 文 学 史 的
価 値 観 、 しか も過 渡期 とい う曖 昧 な領 域 に位 置 づ けて よ しとす る ことは 妥 当で あ る と は思 えな
い。 しか し この曖 昧 さ、 あ る い は ど こか両 義 的 で あ る と い う こ と、 こ う した 形 容 が アポ リネ ー
ル の 作 品 に適 っ て い る こ とは、そ の作 品 に触 れ た 者 な らば 誰 もが 感 じ取 る 印 象 で もあ る 。 また 、
近 年 刊行 され て い る ア ポ リネー ル の概 説 書 が 等 し く、 彼 を両 世 紀 の狭 間 に、 ま たサ ンボ リス ム
とシ ュ ール レア リスム とい う大 き な フ ラ ンス 詩 の 流 れ の 狭 間 に彼 を位 置 づ け る こ とを 忘 れ て い
な い の は安 易な 教 科 書 的方 便 とば か りは 言 え な い よ う に思 わ れ る ので あ る。 実 際 、 彼 のテ クス
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トは伝 統 と革 新 との 問 を揺 れ 動 き、 あ る い は 中世 のイ マ ー ジ ュ と現 代 的 なイ マ ー ジ ュが 同 居 す
る 空 間 で あ り、 現 実 と幻 想 に 引 き裂 か れ た場 で あ る。 確 か に、 詩 人 は 両 世紀 を共 に 生 き、 両 大
戦 問 に没 した の で あ る。
本 論 で我 々 は、 様 々 な流 派 の影 響 を受 け一 見 異 質 な も の が 同居 す る ア ポ リネ ー ル 作 品、 とい
う 旧来 の主 張 を一 旦 認 めた う え で、 そ のテ クス トに影 響 す る い くつ か の シス テ ム の 問題 を取 り
挙 げ て み た。 ア ポ リネ ー ル のテ クス トは 様 々な 力 に よ って 引 き裂 か れ てお り、 詩 人 独 自の、 あ
る い は普 遍 的 な 問 題 に 通 じ る シ ス テ ム の 「閾 」 な い し 「狭 間」 を現 出 させ て い る と い う の が
我 々 の立 場 で あ る。我 々 は、そ こに観 察 で き る諸 特 徴 が ど の よ う な 問題 性 をは らん で い る のか 、
あ る い は どの よ う な射 程 を持 ち うる のか を探 りな が らテ キ ス トを論 じて い きた い。 本 論 文 は、
こ う した方 針 の下 で い くつ か の ア プ ロー チ を試 み た も の に過 ぎ な い が、 アポ リネ ー ル 読 解 の 可
能 性 の一 っ を提 出 し、 さ らに考 察 を深 め るた め の 出 発 点 とな した い。
第 一 部 近 代 芸 術 を め ぐる 言 説 と詩 人 の 物 語
第1章 芸 術 につ いて 語 る こ と
ア ポ リネ ー ル をサ ンボ リス ム と シ ュー ル レア リス ム の 間 に位 置 づ け る のは 、 文 学 史 的 常 套 で
あ るが 、 彼 をむ し ろ19世 紀 の 末 喬 と捉 え る研 究 者 もい れ ば 、20世 紀 の新 た な詩 の 創始 者 だ と見
る 人 々 も い る。 我 々は 、 そ う した 「芸 術 史 を語 る こ と」 そ の も の を主 題 と した ア ン トワー ヌ ・
コ ンパ ニ ョン の 『近 代 芸 術 の五 つ の パ ラ ドック スLθ56吻 ρα㍑40κ6s46」α〃　04醐 舵 』を手 が か りと
して アポ リネ ー ル の 問 題 を考 え て み た 。 コ ンパニ ョ ン によ れ ば 、 ボ ー ドレー ル に 始 ま る 「モ デ
ル ニ テ 」 の概 念 は 、 時 の 中 で の 現 在 の 価 値 を評 価 し、 同 時 にそ の 中か ら引 き だ さ れ る 永 遠 性 を
見 いだ す とい う二 重 の 認 識 を特 徴 とす る。 しか しな が ら19世 紀 後 半 以 降 、 「新 しい もの の 盲 信 」
が 進 み この 二 重性 は 失 わ れ て い く。 ア ポ リネ ール の 世代 は、 さ ら に 「未 来」 を 指 向す る 世 代 で
あ り、 芸術 家達 は 自 ら時 代 の 先駆 を 自負 し、 進 歩 を信 じる とい うわ け で.ある。 それ を支 え る の
が 芸 術 を語 る 上 で の、 生成 論 的歴 史 主 義、 す なわ ち 自分 た ち の地 点 へ の発 展 史 と して 歴 史 を 記
述 し、 自 らの 正統 性 とそ の後 に続 く未 来 を描 く歴 史 観 だ とコ ンパ ニ ョ ンは指 摘 し、 ア ポ リネ ー
ル もそ う した史 観 に 囚 わ れ た 芸術 家 と して位 置 づ け られ て い る。
第2章 「キ ュ ビス ム」 あ る い は引 き裂 か れ た 美 術 史
しか し、 ア ポ リネ ー ル のモ デ ル ニ テ と はそ のよ う に単 純 な も の だ っ た のだ ろ うか 。 我 々 は彼
が 残 した作 品 にお け る 「芸 術 の語 り方 」 を も う少 し丁 寧 に検 討 す る必 要 が あ る。 こ こで は 、 ア
ポ リネー ル の 「代 表 的 美 術 評 論 集 」 だ と言 わ れ て い る 『美 的 省 察 一 キ ュ ビス ム の画 家 達』 の言
説 ・成 り立 ち を分 析 し、 特 にピ カ ソ をめ ぐ るエ ク リチ ュー ル とそ の他 の画 家 達 につ い て の そ れ
を比 較 検 討 した 。 我 々 は 、 ピカ ソ の章 にお け る、 芸 術 の 領 域 に も た らされ た 本 質 的 に新 た な 表
現 を描 こう と した 記 述 と、 他 の章 で 選 択 す る こ とに な る いわ ゆ る 生成 論 的歴 史 主 義 によ る 「美
術 史 」 と の間 に明 らか な 亀 裂 を見 る こ とが 出 来 る。 ア ポ リネ ー ル は、 芸 術 家 の もた らす 絶 対 的
な 「新 し さ」 の 擁 護 を 行 い つ つ 、 そ れ を語 る 際 に歴 史性 とい う も の と どの よ うに 折 り合 い を つ
け るか を他 方 で 意 識 して い た の で は な いだ ろ うか 。 我 々 は、 ア ポ リネ ー ルが 、 コ ンパ ニ ョ ンの
言 う 「ア ヴ ァ ンギ ャル ド」 の 範疇 か らず れ て い くの を確 認す る こ とが で き る だ ろ う。
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第3章 「モ デ ル ニテ 」 とア ポ リネ ー ル
無 論 コ ンパ ニ ョン も、 モ デ ル ニ テ の諸 相 を単 一 の 視 点 だ けか ら切 って い くわ け で は な い。 し
か し、 ご く単 純 化 す れ ばF.ジ ェー ム ソ ンの言 うよ うに 「正 統 的 ・ボ ー ドレー ル 的 モ デ ル ニ テ 」
と 「非 正統 的 ・進 歩 主 義 的 モ デ ル ニ テ 」 と い う二 つ に分 け て 捉 え る こ とが で き る だ ろ う。 ア ポ
リネ ー ル は ビ ュル ガ ー な どが 提 出す る概 念 か ら言 って も 「ア ヴ ァ ンギ ャル ド」、 す なわ ち コ ン
パ ニ ョン の 区別 の後 者 に 属 す 一 面 を明 らか に持 って い る の だ が、 「新 しい も の」 や 「進 歩 」 に
対 してそ の一 過 性 と絶 対 性 を 区別 す るな どボ ー ドレー ル 的 な 一 面 も併 せ持 っ て い る。 我 々 は そ
の こ とを彼 の批 評 文 ・講 演 等 に確 認 で き る し、 さ ら に詩 作 品 、 特 に 「勝 利」 と い う詩 編 にお い
て 、 「新 し さ」 の 表 象 の 問題 と と も に これ を見 る こ とが で き る の で あ る。 同 時 に、 ア ポ リネ ー
ル が終 生掲 げ 続 けた 「新 し き詩 人 」 と い う 自負、 あ るい は 自 らが 作 り上 げ た 「詩 人 の 物 語 」 の
典 型 を 我 々 は そ こ に見 い だ す の だ が 、 この 「物 語 」 を多 面 的 に考 察 し て い く こ とが 、 ア ポ リ
ネ ー ル とい う二 つ のモ デ ル ニ テ の狭 間 に存 在 す る詩 人 の問 題 性 を よ り明 らか に して くれ るだ ろ
う。 いず れ に して も アポ リネ ー ル は 、 コ ンパ ニ ョ ンが 提 出 す る見 取 り図 の 中 で 、 彼 の 見 立 て ほ
ど単 純 な立 場 に い るわ けで は な い。
第 二部 ア ポ リネ ール にお け る家 族 の 形 象
第1章 散 文 作 品 にお け る核 家 族 の テ ーマ
ア ポ リネ ー ル の 「詩 人 の物 語 」 す な わ ち 自 らの 作 品 の 中で 「詩 人」 とは い か な る 存 在 で あ る
か を描 こう と い う姿 勢 を、 こ こで は 第 一 部 で 扱 っ た よ うな 芸 術 論 か ら一 旦 離 れ 、 テ クス トが 生
成 さ れ る場 の 力学 を見 る こ とで 考 察 す る。 フ リー ドリ ッ ヒ ・キ ッ トラー によ れ ば 、 ヨー ロ ッパ
で作 家 とい う近 代 的な 「個 」 が 生み 出 され て い く環 境 にお い て、1800年 頃 を境 と して 核 家 族 、
と りわ け母 親 と子 の関 係 が 重 要 にな った と い う。 これ を フ ラ ンス 詩 の 歴 史 に 照 ら し合 わ せ る と
き、 ボー ドレー ル 、 マ ラル メ、 ラ ンボ ー と い った 詩 人 達 が 、 や は り母 親 との 関 係 にお いて 複 雑
な感 情 を抱 き、 そ れ ら を表 現 した こ とが 思 い出 さ れ る。
我 々 は こ こで 、 アポ リネ ー ル にお け る家 族 の 問 題 を扱 うの だ が 、 そ れ は彼 の 自伝 的 事 実 や 家
庭 環 境 か らの影 響 な ど を探 ろ う とす る も ので は な く、精 神 分 析 的 な 意 味 で の イ マ ジネ ー ル な あ
り方 として 、 母 親 像 や 父 親 像 が どの よ うな 形 で テ ク ス ト中 に見 い だ せ る か を探 っ て い きた い の
で あ る。 第1章 で は 、 彼 の散 文 作 品 を概 観 す る こ とで、 母 親 との 別 離 とそ の 取 り戻 し、 教 育 者
と して の父 親 像 な どが 繰 り返 し現 れ て い る こ とを 確 認 した。 そ して これ ら一 連 の 想 像 的 シ ナ リ
オ の 中で 、 中編 小 説 『虐殺 され た 詩 人 』 とい うま さ に 「詩 人 の 物 語」 が 重要 な位 置 を 示 す こ と
が 明 らか にな る。
第2章 「虐 殺 された 詩 人」 再読 一詩 人 と二 人 の女 性(母 親)一
この小 説 は ク ロニ ア マ ンタ ル とい う名 の 詩 人 の 誕 生 の い き さつ か ら、 彼 が 虐 殺 さ れ て 没 す る
まで を描 く物語 で あ る。 我 々 は そ こに 「母 親 との別 離 」 そ して 「別れ た母 親 と の想 像 的 レベ ル
で の一体 化 」とい う、他 の散 文作 品 に も見 られ る母 胎 回 帰 的 な流 れ を見 い だす の だ が、同 時 に、
こ の母 親 像 が 想 像 的 な レベ ル と象徴 的 な レベ ル に分 裂 す る と ころ か ら始 ま っ て、 「二 人 の 女 性」
あ る いは 「二組 の女 性 」 とい う形 象 を ち りば めて い く こ とに気 が つ く。 この こ とは物 語 の構 成
そ の もの に も影 響 し、 二 つ の レベル 、 す な わ ち詩 人 と して の理 想 の あ り方 を模 索 す る ク ロニ ア
マ ンタ ル と、愛 す る女 性 を 追 い続 け る詩 人 ク ロニ アマ ン タル を 生 み 出 して い る。 虐 殺 され た 後
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に作 られ る詩人 の墓 を母胎 と見な し、そ こに植え られ る月桂樹 を母親 のファルス と見 る ことに
よって、母子 の分離 を拒 んだ息子がその一体性 を取 り戻 した というイマ ジネールな シナ リオ が
完成す るよ うに思 えるのだが、 「二人の女性」 とい う形象 は消え去 らず、 この物語 の持 つ象徴
的 レベル、すなわち現世 の詩人 として これ ら二人の女性像 に相対す るとい う構図は残 った まま
とな る。そ して、 この物語が収め られている小説 集の最後 の短編で 「詩人」 が復活す ることが
語 られ る時、我々は 「詩人」が生 き続 けるのであ り、そ の想像的/象 徴 的欲 望 もまた終 わ らな
い ことを知 るのである。
第3章 家 族 の 形 象 と フ ェテ ィシ ス ム
ここで は 、 三 人 称 小 説 で あ る 『虐 殺 され た詩 人』 に現 れ る語 り手 の介 入 を 「テ キ ス トの 裂 け
目」 と して 読 み解 き、 そ こ に見 られ る 「腕 一 手」 の 形 象 が 他 の 散 文 ・詩作 品 に お け る 同様 の 形
象 と深 く関 って い る こ と を指摘 した 上 で、 さ らに これ らが精 神 分 析 的 な意 味 で の フ ェテ ィ シス
ム の メカ ニ ス ム に基 づ く もの で あ る こ とを 明 らか に した。 す な わ ち 、母 親 と一体 化 した ま まで
あ りた い とい う欲 望 と、 父親 の よ うに女 性 を所 有 した い とい う欲 望 を 同時 に持 つ こ とに よ っ て
矛 盾 に陥 っ た 主体 が、 想 像 的 に母 親 の フ ァル ス と見 な し うる 象 徴 界 の 形象 に執 着 す る の が フ ェ
テ ィ シス ム で あ る。 我 々 は、 同様 の心 的機 制 に よ っ て 「二 人 の 女 性」 とい う形 象が 現 れ て い た
こ と も確 認 で き る。 従 っ て 、 ア ポ リネ ー ル 作 品 に お け る 家 族 を め ぐる幻 想 の 中 で 、 「フ ェ テ ィ
シス ム」 お よ びそ の前 提 とな る 「自我 の分 裂 」 と い う心 的 メ カ ニ ス ムが 、 注 目 に値 す る役 割 を
果 た して い る こ とが 明 らか に な る。 こう した視 点 か ら考 え る と き、 様 々 な 特 権 的 形 象 ・構 造 を
含 ん で い る 『虐 殺 され た詩 人 』 とい う小 説 が 他 の 作 品 と の 関係 に お いて も極 めて 重 要 で あ り、
幅広 い 問題 性 を持 つ テ クス トで あ る と い うの が 我 々 の こ の小 説 読 解 の一 つ の 結 論 な ので あ る。
第4章 アポ リネ ー ル にお け る魔 術 師 メ ル ラ ン と 「自我 の 分 裂 」
ア ポ リネー ル が 中世 の伝 説 に題 材 を求 め た 例 は 多 いが 、 アー サ ー 王 伝 説 中 の 魔 術 師 メル ラ ン
もそ の一 人で あ る。 ア ポ リネ ー ル は 小 説 『腐 っ て い く魔 術 師 』 お よび 詩 編 「メル ラ ン と老 婆 」
で この魔 術 師 を扱 って い るの だ が 、 奇 妙 な こ とに 両 者 と もそ の 死 の場 面 の み が 描 か れ て お り、
特 異 な 形 で テ クス トに登 場 して いる こ とが指 摘 で き る。 実 は こ こで も 「自我 の 分裂 」 とい う心
的 メカ ニ ス ム が 問題 とな って い る の で あ り、 母 親 の イ マ ー ジ ュ と現 実 の女 性 の イ マ ー ジ ュ の狭
間 に メル ラ ンは 置 か れ て い る の で あ る。 しか し、 我 々 が 問題 に した い の はそ の こ とに 留 ま らな
い。 ク ロニ ア マ ンタ ル の よ うに墓 の 中 に あ って 、 ほぼ 声 だ け の 存 在 とな っ た メル ラ ン は 、 想 像
的 な 母 との 一体 化 とい う過剰 な欲 望 の果 て に死 と 隣接 した領 域 で 存在 して い る。 この姿 は あ る
意 味 で 「詩 人」 の究 極 の存 在 を 暗示 して い る。 な ぜ な ら言 葉 とい う象 徴 界 の 向 こう側 を夢 見 る
詩 人 は 死 を想 定 す る こ とに な るが 、人 間 はそ の境 を越 え る こ とが で きな いか らで あ る。 しか し、
メ ル ラン の物 語 は 「メル ラ ン の息 子=影 」 と い う形 象 を生 み 出す こと に よ って 、 人 間 的 な世 界
で の解 決 を もた らそ う とす る。 そ れ は 『虐 殺 され た 詩 人 』 の場 合 と同様 に、 詩 は 生 み 出 され 続
け、 そ れ を歌 い続 け よ う とす る詩 人(人 間)は 生 きて そ れ を成 す しか な い と い う ビ ジ ョン を示
して い る ので あ る。 こ う して 我 々 は第 三 部 にお い て 、ア ポ リネ ー ル にお ける 「詩 人 」の 問 題 を、
「言 葉 を語 る者 」、 「表 象行 為 に携 わ る者 」 の 問題 と して 捉 え な お し、 第 二 部 で検 討 した イ マ ー
ジ ュや 心 的 メ カ ニ ス ム が そ こ に ど の よ うに 関 わ っ て い くの か を 併 せ て 考 察 して い く こ とに な
る。
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第 三 部 言 語 シ ス テ ム と詩 人
第1章 表 象 シ ス テ ム と円 環 「窓LesFen6tres」
第 三 部 で は、 生 の 向 こ う側 、 欲 望 の 彼方 、 す なわ ち死 を意 識 しつつ 言 葉 を語 り続 け る場 と し
て のテ クス トが 問題 とな る。 第1章 で 扱 う詩 編 「窓 」 は、 ドロ ー ネー の絵 画 の影 響 を受 け、 光
の崇 高 性 とSimultan6ismeす な わ ち 同時 に異 な る場 所 で 生起 した こ とを 一度 に 提 示 しよ う とい
う意 識 が テ ー マ で あ る。 そ こで は 同 時 に存 在 し得 な い も のが 様 々な 形 で 歌 わ れ るが 、 重 要 な ポ
イ ン トと して現 れ る の は、 線 的 な 時 間 に対 立 して 示 され る 回 帰 的 なモ チ ー フ、 円環 的 な モ チ ー
フで あ る。 絵 画 的 な発 想 を元 に作 られ た た めか 、 こ こで は この モチ ー フは 表 面 的 な もの に と ど
ま って い るが、 表 象行 為 の 限 界 に 対 す る ア ポ リネー ル の意 識 を示 す も の と して 興 味 深 い詩 編 で
あ る。
第2章 「詩人」 と母 の形象 の問題性
彼の代表的詩集 『アル コール』 に現れ る 「母 への呼び掛 け」 を示す表現 の問題性 を 「盗賊」、
「門」、 「旅人」 という三編 の詩 を比較検討す ることによって 明 らか にしよ うと試みた。 まず第
一 に、上記の詩編 に見 られ る 「母 への呼び掛 け」は、人間 の言語 の限界の意識 とその乗 り越え
を 目指す欲動 として捉 え られ る ことに注 目した。続いて、 こうした欲動が詩の構成 に円環構造
をもた らし、 同時 に言葉 の反復 の運動 をもた らして いることを明 らか にする とともに、 これ ら
の表現 が、複数 の詩編 にお いて 同様 の働 きをみせて いる ことを確認 したのである。
我 々は、 これ らの表現が アポ リネール の言語観 ・芸術 観 と密接 に結びつき、彼 の作 品の分析
に大 きな手掛か りを与 えて くれ る と考 えてい る。 すなわ ち、 「母 への呼び掛け」の問題性 はア
ポ リネールが詩人 として直面 した 「語 る存在」の限界 とその こと自体 の表明にそ の射 程 を置い
ているのであ り、人間は言葉 と共 にある限 り語 り続けるのだ という命題 を円環 的構造 において
提示 し得た ことに意義が ある。我 々はそ こにおいて、 ここまで に考察 してきた物語 の形式やイ
マ ー ジュの特 徴な どの意 味 をよ り深 く理解で きるで あろ う。そ して人間が常 に直面 して いる
「死」 というもの を、 どのよ うな形で作品 に取 り込 むか とい う非常に根 本的な問題 において、
これ らの詩編の持つ形式はアポ リネールが示 し得 た一つの明快な答えだ と言 える。
第3章 「死」 と 「反 復 」 あ る い は 「言 葉 を語 る者 」
アポ リネ ー ル の 代表 的短 編 集 『異 端 教祖 株 式会 社 』 を読 み進 め る と、 そ の一 見 ま と ま りのな
い物 語 の 主題 群 に お い て 、 「死 」 のテ ー マ が と りわ け 重 要 で あ る こ とが 次 第 に 明 らか にな っ て
く る。 しか し我 々 が注 目 した い の は、 複数 の短 編 で 語 られ る 「死 」 が 、 実 は 生 と死 の 狭 間 を め
ぐる 物語 で あ り、 人 間 に とって の 「死 」 の捕 らえ難 さが 、 生死 の境 へ の 繰 り返 され る 接 近 、 す
な わ ち 「反復 」 の 形 を とって 語 られ て い る とい う点 で あ る。
人 間 は 死 ぬ こと に よ っ て 、 「死」 と い う事 態 を成 立 させ て い る 世 界 を も失 う のだ か ら、 人 は
決 して 「死 」 を直 接 体 験 して そ れ を語 った り伝 えた りす る こ とはで きな い。 結 局 この 短 編 集 の
重 要 な テー マ は、 こ の表 象 す る こ との不 可 能 な 人 間 の 「死 」 を意 識 しつ つ、 そ れ を 表 象 しよ う
とす る 人 問 の 欲 望 な の で あ る 。 『異 端 教 祖 株 式 会 社 』 に お いて は、 偽 の救 世 主す な わ ち ア ンチ
キ リス トや 「さ ま よえ るユ ダ ヤ 人」 とい った 反 カ トリ ッ ク的 主 題 を、 人 間 の 限 界、 あ る い は 人
間 の 表 象 能 力 の 限 界 の 問題 へ と結 び つ け て い く。 「死 」 とい う も の が 人 間 の表 象 シ ス テ ム に あ
いた 穴 の よ うな も ので あ る以 上 、 そ こへ 接 近 す る主 人 公 達 は 、 結 局 そ の 穴 の周 りを 回 っ て も と
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の人 間 の世 界 へ 帰 って く る。 しか し、 人 間 は そ の不 可 能 を可 能 に しよ う とす る欲 望 を抱 く存 在
で あ り、 そ れ を積 極 的 に行 う人 々 、 例 え ば そ れ は 画 家 で あ り、 物 語 の語 り手 で あ り、 詩 人 で あ
る のだ が 、 こう した 人 々が 生 と死 の 「閾 」 をさ ま よ う姿 こそ ア ポ リネ ー ル の 小 説群 が 好 ん で 描
くヒー ロー 達 の姿 な ので あ り、 そ れ らは 彼 自身 の 分 身 達 で もあ ろ う。
従 って 我 々 は、 この不 思 議 な 短 編 集 にテ ー マ と して の 「死 」 が 頻 出 して い る こ とを指 摘 す る
だ けで は十 分 で はな く、 そ の 「死 」 に対 して 人 間 の 表 象 シス テ ム が 取 りうる、 あ る い は 取 らざ
る を得 な い 「反 復 」 と い う相 の も と に物 語 が 展 開 され る こ と を 問題 とす べ き な の で あ る。
結 論
我 々は 、 アポ リネ ー ル の作 品 が 様 々 な 力 によ っ て 引 き裂 か れ 、 そ こに い くつ か の狭 間 を現 出
させ な が ら存 在 して い る こ と を見 て きた。
「芸 術 史 を 語 る」 制 度 の 中で 、 理 論 的 な 作 品 や 講 演 を通 して アポ リネ ー ル とい う人 物 が 語 ら
れ る とき 、 そ の 姿 は ど こか歪 で あ る。 そ れ は、 「芸 術 史 を 語 る」 シス テ ム に相 対 した 詩 人 の テ
ク ス トが そ の シス テ ムそ の もの に引 き裂 か れ て お り、 ま た ア ポ リネ ー ル の エ ス プ リ・ヌ ー ヴ ォ
自身 も コ ンパ ニ ョン の言 うモ デ ル ニ テ とア ヴ ァ ンギ ャル ドの 交 差 す る場 に あ っ た か らで あ る。
しか し、 彼 の詩 や 小 説 のテ クス トに注 目す る とき 、 ア ポ リネ ー ル は む しろ19世 紀 的 な感 性 、
具 体 的 に言 え ば 核 家 族 的 イ マ ジ ネ ー ル に強 く彩 られ た テ ク ス トを産 出 して い る。 そ して 「自我
の分 裂 」 と い う二 つ の 心 的 機 制 の 狭 間 を生 き つ つ、 表 象行 為 の 限 界 とい う詩 人 と して 当然 突 き
当た るべ き 問題 そ の も の を詩 や 小 説 にお い て 主題 と した。 我 々 の 言 う 「詩 人 の物 語 」 が 生 ま れ
た のは こ う した 背 景 にお いて で あ る 。 ア ポ リネ ー ル作 品 に お い て も、 詩 人 と して 対 象 を十 分 に
表 現 で きな い こ とへ の 嘆 きは 多 数 存 在 す る が、 そ こに は ボ ー ドレー ル 的 な 「敗 者 」 の気 配 は濃
厚 で は な い。 む し ろ表 象 の 限 界 ・死 をか す め な が らま た それ を 語 り続 け る こ と、 語 りの反 復 も
し くは 回 帰 の運 動 の うち に、 言 葉 と共 に生 き る しか な い 人 間 の 、 そ して 「詩 人」 の あ り方 を見
いだ して い った よ うに 思 われ る。 す な わ ち、 作 品 そ の も の、 表 象行 為 そ の も のが 生 と死 の 閾 な
の で あ り、 詩 人 の 歌 ・語 りは反 復 運 動 にお いて 存 在 す る ので あ る。
と ころ で こ う した 詩 人像 は、指 摘 した通 り、ご く大 ざ っぱ に言 っ て19世 紀 的 な もの で あ るが 、
ア ポ リネ ー ル は、 この伝 統 的表 象 シ ス テム と20世 紀 初 頭 に顕 著 とな った こ の シス テ ム の改 変 を
同 時 に 生 き た詩 人 で あ る。 そ こに 生 じた改 変 とは も ち ろ ん、 様 々 な テ ク ノ ロ ジー が 日常 生 活 に
入 り込 む こ とに よ っ て伝 統 的 な核 家族 を基 盤 とす る 「主 体 」 の想 像 的 シナ リオ に変 化 を もた ら
し、 象徴 的 シ ス テ ム で あ る言 語 へ の揺 さぶ りが か け られ た 事 態 を指 して い る。 キ ッ トラー は こ
の改 変 の鍵 を握 っ て い た テ ク ノ ロ ジー と して 「蓄 音機 」、 「映 画 」、 「タ イ プ ライ タ ー」 を挙 げ た
が 、 これ らの一 つ と して アポ リネ ー ル 作 品 に登 場 しな い もの は な い。 特 に、 詩 人 は 前 二 者 につ
いて は様 々 に取 り上 げ て お り、 これ らのテ ク ノ ロ ジー が 、 もは や オ リ ジナ ル と コピ ー の 区別 を
消 滅 させ 、 主 体 の 同一 性 や 時 間 意 識 を もは や 自明 の もの で は な くす る とい っ た事 態 を も意 識 し
て いた ので あ る。 しか しな が ら、 先 の三 つ の テ ク ノ ロジ ー の うち 、 タ イ プ ライ タ ー に 関 して は
多 く を語 って いな い。 そ れ は 、 お そ らく この 機械 が 「言 葉 を語 る者 」・「文 字 を 書 き つ け る 者」
の 自己 同一 性 を直 接 に揺 るが す 道 具 だ った か らで あ り、 想 像 的 な 欲 望 な ど と無縁 に文 字 を 吐 き
出 す マ シ ンだ った か ら に違 い な い 。 こ う して 彼 は 、 表 象行 為 の 転 換 点 とい うシ ス テ ム の狭 間 を
も生 きた ので あ るが 、 彼 は 言語 シ ス テ ム とそ れ を支 え る伝 統 的 イ マ ジネ ー ル の側 に い た と言 え
る だ ろ う。 む しろ、 そ の よ うな 狭 間 に あ った か ら こそ、 「詩 人 の 物 語 」 を語 り続 け た の か も知
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れ な い。 いず れ に して も、 そ の とき彼 が直 面 しつ つ あ った 問題 は、 そ の まま 我 々 が 直 面 して い
る 言 語 とメデ ィ ア とテ ク ノ ロ ジ ー を め ぐる 問題 な ので あ る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本 論 の論 者 は、 伝 統 と革 新 との 間 を揺 れ 動 き、 様 々 な 流 派 の影 響 を受 け 一見 異質 な もの を 同
居 さ せ て い る詩 人 と い う 旧来 のギ ョー ム ・アポ リネ ー ル 像 に立 脚 した うえ で、 中 世 的 な もの と
現 代 的 な イ マー ジ ュが 混 在 し、 現 実 と幻 想 に 引 き裂 か れ た そ の詩 的 空 間 に頻 出 す る 、 詩 人 独 自
の、 あ る い は普 遍 的な 問題 に通 じる シ ステ ム の 「閾 」 な い し 「狭 間 」 が 持 つ諸 特徴 を 考 究 しよ
う とす る。 本論 は、 こう した 方 針 の 下 で精 神 分 析 的 読 解 を は じめ とす る 複 数 の ア プ ロー チ を試
み 、 新 た な ア ポ リネー ル 像 を構 築 しよ う とす る意 欲 的 な 論 文 とな って い る。
第 一 部(近 代 芸 術 を め ぐる言 説 と詩 人 の物 語)は アポ リネー ル とモ デ ル ニ テ の 問 題 を取 り上
げ る 。第1章(芸 術 につ い て 語 る こと)で は、現 代 フ ラ ンス の代 表 的 文 芸 批 評 家A.コ ンパ ニ ョ
ンの 「芸術 史 を語 る こと」そ の もの を主 題 とした 『近 代 芸 術 の五 つ のパ ラ ドック ス 』 の ア ポ リ
ネ ー ル の位 置 づ け を検 討 す る。 論者 に よれ ば 、 批 評 家 は ボ ー ド レー ル に始 ま る モデ ル ニ テ の 概
念 は 、 時 間 の 中で の現 在 の価 値 を評 価 し、 同時 に現 在 の 中 に永 遠 性 を見 いだす とい う二 重 の 認
識 を 特徴 と し、19世 紀 後 半 以 降 に進 ん だ 「新 し い もの の 盲 信 」 が この 二 重性 を 失 わ せ た 結 果 、
時 代 の 先駆 者 と して 進 歩 を信 じる 芸術 家 達 は 、 発 達 史 的 歴 史 主 義 、 す な わ ち 自分 た ち の 地 点 へ
の 発 展史 と して 歴 史 を記 述 し、 自 らの正 統 性 とそ の 後 に続 く未 来 を描 く歴史 観 に よ っ て 芸術 を
語 っ て い る と し、 アポ リネ ー ル をそ の例 に挙 げ る。
これ を批 判 す る論 者 は、 第2章(「 キ ュ ビス ム 」 あ る い は 引 き裂 かれ た 美術 史)に お い て ア
ポ リネ ール の代 表 的 美 術 評 論 集 『美 的 省察 一キ ュ ビス ム の 画 家達 』 の 言 説 ・成 り立 ち を分 析 し、
特 に ピ カ ソ とそ の他 の画 家 達 を め ぐるエ ク リチ ュー ル を比 較 検 討 し、 ピ カ ソ の 章 に お け る 、 芸
術 の領 域 に もた らされ た 本 質 的 に新 たな 表 現 を描 こ う と した 記 述 と、 他 の 章 に お け る 、 発 達 史
論 的歴 史 主 義 によ る 「美 術 史 」 と の 問 に明 らか な 亀裂 が 見 られ る こ とを 指摘 す る。 詩 人 は、 芸
術 家 の もた らす 絶 対 的 な 「新 し さ」 の擁 護 を行 い つ つ、 そ れ を語 る際 に 歴史 性 とい う もの と ど
の よ う に折 り合 い をつ け るか を他 方 で 意 識 して い た。 す な わ ち この 美 術 評論 集 の分 析 に よ っ て
「ア ヴ ァンギ ャル ド」 の 範 疇 か らず れ て い く詩 人 を明 らか に し、 コ ンパ ニ ョン の 図 式 的 な ア ポ
リネ ール 像 を批 判 す る。
第3章(「 モ デ ル ニ テ」 とア ポ リネ ー ル)で は 批 判 検 討 を 押 し進 め て、 アポ リネ ー ル が 批 評
文 ・講 演 等 に お い て も コ ンパ ニ ョン の言 う 「ア ヴ ァ ンギ ャル ド」 に属 す 一 面 だ けで な く、 「新
しい も の」 や 「進 歩」 に対 して そ の一 過 性 と絶対 性 を 区 別 す るな どボ ー ドレー ル 的 な 一 面 も併
せ 持 つ こ と を確 認 す る。 この 点 を巡 って 分 析 した詩 編 「勝 利 」 は 詩 人 自 らが 作 り上げ た 「詩 人
の物 語 」 の 典 型 で あ り、 そ こ に彼 が 終 生 掲 げ 続 け た 「新 し き詩 人」 とい う 自負 が 見 られ る こ と
を明 らか に した 。 論者 は この 「物 語 」 を多 面 的 に考 察 し、 二 つ の モデ ル ニテ の狭 間 に位 置 す る
詩 人 の問 題 性 を よ り一 層 明快 に 摘 出 す る。
次 いで 第 二 部(ア ポ リネ ー ル にお け る家 族 の形 象)に お い て 、 自 らの作 品 の 中で 「詩 人」 と
は いか な る 存在 で あ る か を描 こ う とす るア ポ リネ ール の 姿 勢 をテ ク ス トが 生成 され る場 の 力学
か ら考 察 す る。 ヨ ー ロ ッパ で 作 家 と い う近 代 的 な 「個 」が 生 み 出 され て い く環 境 に お い て 、!800
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年 頃 を境 と して核 家族 、 と りわ け母 子 関係 が 重 要 に な っ た とす るEキ ッ トラー の 指 摘 を踏 ま え
て、 ア ポ リネ ール の詩 的世 界 にお け る家 族 の 問題 を扱 うた め に、 精 神 分 析 的 手 法 を採 用 し、 イ
マ ジ ネ ー ル な あ り方 と して の父 母 の形 象 をテ クス ト分 析 にか け る。
まず 、 第1章(散 文 作 品 にお け る核 家 族 のテ ー マ)で は 、 散 文 作 品 を概 観 し、 母 親 と の別 離
とそ の取 り戻 し、 教 育 者 と して の父 親 像 な どが 繰 り返 し現 れ て い る こと を手 堅 い分 析 に よ っ て
確 認 す る。 これ ら一 連 の想 像 的 シナ リオ の 中で 『虐 殺 され た 詩 人』 と い う 「詩 人 の 物 語 」 が 重
要 な位 置 を 示す こ とを論 証 す る。
第2章(「 虐 殺 され た詩 人」 再 読 一詩 人 と二 人 の 女性(母 親)一)で は 、 詩 人 ク ロニ ア マ ン
タル の誕 生か らそ の虐 殺 まで の経 緯 を描 く この 物 語 には 「母 親 と の別 離」 そ して 「別 れ た 母 親
との想 像 的 レベ ル で の 一 体 化 」 と い う、 他 の 散 文 作 品 と同 じ く母 胎 回 帰 的 な 流 れ が見 られ る こ
とを まず 確 認 し、 さ らに、 想 像 的 な レベ ル と象 徴 的 な レベ ル に 分裂 す る こ の母 親 像 と、 「二 人
の女 性 」 あ る いは 「二 組 の女 性 」 と い う形 象 が 、 詩 人 と して の 理 想 の あ り方 を模 索 す る ク ロニ
アマ ン タル と、 愛 す る女 性 を追 い続 け る ク ロニ ア マ ンタ ル とい う二 つ の レベ ル を生 み 出 す と分
析 を進 め、 詩 人 が 現 世 に あ って これ ら二 つ の 女 性 像 に相 対 す る と い う構 図 は 、 息子 が母 と の分
離 を 拒 ん で そ の 一 体 性 を 取 り戻 そ う とす る イ マ ジ ネ ー ル な シナ リオ が 完 結 す る小 説 の 結 末 に
到 って も、 この物 語 の 持 つ 象 徴 的 レベ ル に残 され る と結 論 す る 。
第3章(家 族 の 形 象 と フ ェ テ ィ シ ス ム)で は 『虐 殺 さ れ た 詩 人 』 に現 れ る 語 り手 の 介 入 を
「テ キ ス トの裂 け 目」 と して 読 み解 き 、 「腕 一手 」 の 形 象 が他 の散 文 ・詩 作 品 に お け る 同様 の
形 象 と深 く関 わ る こ と を指摘 し、 これ らが精 神 分 析 的 な意 味 で の フ ェテ ィ シ ス ム の メ カ ニ ス ム
に基 づ く こ と を明 らか に し、 ア ポ リネ ー ル 作 品 にお け る 家 族 幻 想 の 中 で、 「フ ェテ ィ シ ス ム」
とそ の 前 提 とな る 「自我 の分 裂 」 とい う心 的 メ カニ スム の重 要 性 を説 く。
第4章(ア ポ リネ ー ル にお け る魔 術 師 メル ラ ン と 「自我 の分 裂 」)で は 、ア ポ リネ ー ル が ア ー
サ ー 王 伝 説 の メ ル ラ ン を 小説 『腐 っ て い く魔 術 師』 と詩 編 「メ ル ラ ン と老 婆 」 に登 場 させ 、 そ
の死 の 場 面 の み を描 い て い る こ とに着 目 し、 こ こで も 「自我 の分 裂 」 とい う心 的 メカ ニ ス ム の
視 点 か ら、 メル ラ ンが 母 親 と現 実 の女 性 の両 イ マ ー ジ ュ の狭 間 に置 か れ て い る と指 摘 し、 墓 中
で 声 だ け の存 在 とな った メル ラ ンが 想 像 的 な 母 と の一 体 化 と い う欲 望 の果 て に生 と死 の 閾 に赴
く こ とに よ って 、 「詩 人」 の究 極 の あ り方 を暗 示 す る と述 べ る。 こう して 詩 が 生 み 出 され 続 け、
そ れ を 歌 い続 け よ う とす る詩 人(人 間)は 生 きて そ れ を成 す しか な い と い う ビ ジ ョ ンが 示 され
る こ とを結 論 づ け る。
第 三 部(言 語 シ ス テ ム と詩 人)で は、 「詩 人 」 の 問題 を、 「言 葉 を語 る者 」、 「表 象行 為 に携 わ
る者 」 の 問題 と して 捉 えな お し、 第 二 部 で検 討 した イ マ ー ジ ュや 心 的 メカ ニ ス ム が そ こ に ど の
よ う に関 わ って い くの か を併 せ て考 察 す る。
第1章(表 象 シス テ ム と 円環 「窓LesFenetres」)で は 、 詩 編 「窓 」 のテ ー マ を、 生 の 向 こ
う側 、 欲 望 の 彼 方 、 す な わ ち死 を意 識 しつ つ言 葉 を語 り続 け る 場 にお い て、 異 な る場 所 で 同 時
に 生 起 す る こ とを 一度 に提 示 しよ う とす る意 識 と光 の崇 高 性 で あ る と読 み解 き、 この テ ク ス ト
が、 同 時 に存在 し得 な い もの を様 々 な形 で歌 い、 線 的な 時 間 に対 立 して 示 され る 回帰 的 な、 円
環 的 な モ チ ー フ に よ っ て表 象 行 為 の 限界 に対 す る アポ リネ ール の意 識 を示 して い る と み なす 。
第2章(「 詩 人」 と母 の形 象 の 問 題 性)で は 、 詩 集 『アル コ ー ル 』 特 に 「盗 賊 」、 「門」、 「旅
人」 の 詩編 に現 れ る く母 へ の呼 び掛 け〉 を示 す 表 現 に注 目 し、 この声 を言 語 の限 界 の意 識 とそ
の乗 り越 え を 目指 す 欲 動 と して 捉 えた 後 に、 そ の 他 の 詩 編 にお いて も こ の欲 動 が 詩 の 構 成 に 円
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環構造 をもた らし、 同時 に言葉 の反 復運動 をもた らしている ことを明 らか にす る。 〈母へ の呼
び掛 け〉が、彼が詩人 と して直面 した 「語 る存在」 の限界 とそ の こと自体の表 明にそ の射程 を
置き、 人間は言葉 と共 にある限 り語 り続 けるのだ という命題 を円環 的構造 によって提示す る詩
的場 である とす る。 アポ リネール は、三詩編 によって 人間が常 に直面 して いる 「死」 を、 どの
よ うな形 で作品 に取 り込 むか という根 本的な 問題 に解答 を示 した と結論づ ける。
第3章(「 死」 と 「反復」あるいは 「言葉を語 る者」)で は、雑 多な物語群 という印象 を与え
る短編集 『異 端教祖 株式会 社』が 生 と死 の 「閾」 に接 近 を繰 り返 しなが ら死 の捕 らえ難 さ を
語 っている ことを検証 し、死 を直接体験 してそれ を語 り伝 える ことがで きな い とい う、表 象す
る ことの不 可能な死 を意識 しつ つ、 それ を表 象 しよ うとす る人間 の欲望 を読 み取 る。 アポ リ
ネール は、 生と死 の 「閾」 をさまよいなが ら不可能事 を試み る人間存在 を自己 の分 身を通 して
好 んで物語化 し、且つそ の死 に対 して人間の表象 システムが取 りうる、 あるいは取 らざるを得
ない 「反復」 という相 のもとに物語 を展 開 した ことにな る。 このようにして論者 のアポ リネー
ル像 が一応 の完結 を見 る。
結論 として まとめれば本論 は、モデルニテ とアヴ ァンギ ャル ドの交差す る場 を生 きた詩 人の
エスプ リ・ヌー ヴォが 「自我の分裂」 という二 つの心的機制 の狭 間 を生 きつつ、表 象行 為 の限
界そのものを主題 として 「詩 人の物語」 を語 り続 ける事態 を、処 々のテ クス トの表層 と深層 の
精緻な分析 によ ってあ とづ けた。が、本論は、生 と死 の閾 にお いて表象行為 の困難 を語 る詩 人
という十九世紀的なアポ リネール像 の提示 に留 まらず、更な る地平 を求めて、その結論か ら、
詩 人が、伝統的表象システム と20世 紀初頭 に顕著 とな った この システムの転換期 にお ける蓄音
機、映画、 タイプ ライターな どの様 々なテ クノロジーが伝統的な核家族の 日常生活 を変え、言
語 という象徴的 システム に改変 を迫 った時代 を生 きた ことを指摘す る。詩人が好んで蓄音機等
に言及 した のは、その とき彼が直面 しつつ あった問題、すなわ ち今 日の私たちが直面 して いる
言語 とメデ ィアとテク ノロジー をめ ぐる問題 をいち早 く物語化 した ことにな るとして、テ クノ
ロジーがオ リジナル とコピー の区別 を消滅 させ、主体 の同一性や時間意識の 自明性が揺 らぐ事
態 を意 識 していた とい う詩人 像 を浮 き彫 りに した のは、 アポ リネール研究 の今 日的意義 を述
べ、今後の研 究の発展 を窺わせた ことになる。
よって、本論文の提出者は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分な資格 を有する ものと
認め られ る。
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